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I A 嫂化 I 電気製品は安全のためのま意事頂を守6ない 
|/!^言口 I と、乂がや人身事故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐたゆの重要なま意事項と製品の取 
り巧いかたをおしていまず。本書をよくお読みのうえ、製品を巧 
をにお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる 
ところに必ず保管してください。 
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準備する 

撮って、見る 

アップ□ードする 

撮影に便利な機能を使ラ 

再生に便利な機能を使ラ 

つないで楽しむ 

カメラの設定を変える 
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I お使いになる前にがずお読み < だをい 


内蔵メモリーおよび"メモリースティッ 
クデュオ"のバックアップについて 

アクセスランフ点な中に電源を切ったり、バッテ 
1」一や"六モ1」ースティックデュオ"を取0出し 
たりすると、内蔵方モ1」一のデータや"メモリー 
スティックデュオ"のデータび壊れることびあ 
ります。データ保護のため必ずバックアップを 
お取りください。 

管理ファイル作成について 

管理ファイルび作成されていない";>^モ1」ース 
ティックデュオ"を本機に挿入し電源を入れる 
と、"メモ U —スティックデュオ’の一部の容量 
を使って自動的に管理ファイルを作成します。 
次の操作まで時間びかかることびあります。 

録画•再生に際してのごま意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に記録され 
ていることを確認してください。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 

r 使用上のご注意」もご覧ください (57 ページ)。 
•本機をぬらさないでください。水滴び内部に 
入り込むと、故障の原因になるだけでなく、修 
理できなくなることをあります。 

• 曰光および強い光に向けて本機を使用しない 
でください。故障の原因になります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所 
で使わないで<ださい。正し<撮影-再生び 
でさないことびあります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は故 
障の原因にな0ます。 

• 結露び起きたとさは、結露を取り除いてか5お 
使いください巧7ページ)。 

•本機に振動や衝撃を与えないで<ださい。誤 
作動したり、画像び記録できなくなるだけでな 
く、記録;ディアが使えなくなったり、撮穀済 
みの画像データび壊れることびあります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除いて < ださ 
し、発光による熱でフラッシュ表面のちれび 
蜜色したり、貼り付いたりすると、充分に発光 
でさない場合があります。 


液晶画面についてのごま意 

• 液晶画面は有効画素弓9.弓9%な上の非常に精密 
度の高い技術で作られていますび、黒い点び現 
れたり、白やホ、青、緑の点び消えないことびあ 
0ます。これは故障ではありません。これら 
の点は記録されません。 

•液晶画面に水滴などびついて濡れてしまった 
場合は、すぐに柔らかい布で&き取ってくださ 
し)。放置すると液晶画面の表面が変質したり 
劣化して故障の原因になります。 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協会 ( JEITA ) に 
て制定された統一規格" Design rule for 
Camera File system " ( DCF ) に対応していま 
す。 

• 本機で撮霖した画像の他機での再生、他機で撮 
影/修正した画像の本機での再生は保証いたし 
ません。 

著作権について 

あなたびカメラで撮影したわのは、個人として楽 

しむほかは、著作権法上、権利者に無断で使用で 

をません。なお、実演や興行、展示物などの中に 

は、個人として楽しむなどの目的びあっても、撮 

影を制限している場合びありますのでごを意く 

ださい。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規 
制協議を ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
ずることを目的としていますが、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧 
されると、受信障害を引さ超こすことびあり 
ます。取扱説明書に従って正しい取り扱いを 
して < ださし、。 


撮影内容の補償はでさません 

万一、力;ラや記録六ディアなどの不具合によ0 
撮影や再生びされなかった場合、画像や音声など 
の記録内容の補償については、ご容赦ください。 
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機器認定について 

本製品は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線局の無線設備として、工事設計認証を 
受けています。従って、本製品を使巧するときに 
無線局の免許は必要ありません。 

ただし、政下の事項を巧ラと法律に罰せ5れるこ 
とびあ0ます。 

• 本製品を分解/改造ずること 
• 本製品に貼ってある証明ラベルをはびすこと 

周波数について 

本製品は 2.4 GHz 帯で使用でをますび、他の無線 
機器を同じ周波数を使っていることびあります。 
他の無線機器との電波干渉を防止ずるため、下記 
事項にミ主意してご使用ください。 


この機器のネットワークモードでの 
使用時のま意事項 

本製品の使用周波数は Z 4 GHZ 帯です。この 
周波数帯では電モレンジ等の産業•科学-医 
療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造 
ライン等で使巧される免許を要ずる移動体識 
別用構内無線局、免許を要しない特定のル電 
力無線局、アマチュア無線局(免許を要する無 
線局)等(政下 r 他の無線局」と略す)び運用さ 
れています。 

1. 本製品を使用する前に、近 <で「他の無線 
局」び運用されていないことを確認してく 
ださい。 

2. 万一、本製品と r 他の無線局」に対して有害 
な電波干渉の事例び発生した場合には、速 
やかに使巧場巧を変えるか、電波の発射を 
停止してくださし、。 

3 . その他、この機器から r 他の無線尉に対し 
て有害な電波干渉の実例び発生した場合な 
ど何かお困りのことび起さたときは、ソ 
ニーの相談窓口へお問い合わせください。 
ソニーの相談窓□については、本取扱説巧 
書の裏表紙をご覧ください。 

2 4DS/OF2I この無線機器は 2.4 GHz 帯を使 
■■■1 用します。変調方式として 

DSSS/OFDM 変調方式を採巧 
し、与干渉距離は 20 m な下で 
す。 


ワイヤレス LAN 機能の使用地域につい 
て 

ワイヤレス LAN 機能は、日本国内でのみ使巧でき 
ます。 

ワイヤレス LAN 機能について 

•本機内蔵のワイヤレス LAN 磯能は WFA ( Wi-Fi 
Alliance ) で規定された rWi-Fi (ワイファイ）仕 
様 j に適合していることび確認されています。 

• Web ブラウヴは、全てのワイヤレス LAN アクセ 
スポイントやホームページにてご利用いただ 
けるわけではあ0ません。ワイヤレス LAN へ 
のアクセスは、地域によってご利用できない巧 
能性や、別途料金び課せ5れる可能性、通信に 
障害び超さたり途切れびちになったりする巧 
能性びあります。詳細についてはワイヤレス 
LAN の管理者やプ□バイダーにご確認くださ 
い。 

• Web ブラウヴのご提供にあたっては製社はい 
かなる保障わいたしません。 Web ブラウヴの 
使巧によって生じた損害について、第兰者から 
のいかなる請ホ等についてち一切の責任を負 
いかねます。 

ワイヤレス LAN 製品使用時のセキュリ 
ティーに関するごま意 

ワイヤレス LAN ではセキュ U ティーの設定をす 
ることび非常に重要です。 

セキュ U ティー対策を施さず、あるいはワイヤレ 
ス LAN の使用上やむを得ない事情によ0、セキュ 
I 」ティーの問題び発生してしまつた場合、弊社で 
はこれによって生じたあらゆる損害に対する責 
任を負いかねます。 
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lAwa まをのために 


58〜60ぺージも 
あわせてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたときに生じる感電や傷害 
など人へのを害、また火災などの財産への損害を 

未然に防止するため、なのことを必ずお守りくだ 
さい。 



r 安をのために J のま意事項を守る 


定巧的に点検ずる 


1 年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間にほこり 
びたまっていないか、電源コードに傷びないか、故障し 
たまま使用していないか、などを点検してください。 


巧盾した6ほわない 


力;^ラや AG アダプター、バッテリーチャージャー 
などの動作びおかし<なった D 、破損していること 
に気びついたら、すぐにソニーの相談窓□へご相談 
<ださい。 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次のよ 
ラな表示をしています。 


齡危肉 

この表示のある事項を巧5ないと、 
極めて危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたる危害が発 
生します。 


A 警告 

この表示のある事項を守日ないと、 
思わめ危険な状況び超こり、その結 
果大けびや死 t にいたるち害が発 
生することびあります。 


[ A 注思 I 

この表ちのある事項を守らないと、思 
わめち険な状況び起こり、 

けびや財産に損害をちえることがあ 
ります。 


万一、男常び起定た6 


変な音.におし、がした 5 し〇電源を切る 
煙が出た弓 , © 電地をはずず 

I - 0ソ ニーの 相談窓口に 

運緒ずる 

裏表紙にソニーの相談窓□の連結巧があります。 


国^ 14 万一、電化の液漏れが起またら 


〇すぐに火気か5遠ざけてください。漏れたミ夜や 
気術こ引乂して発乂、破裂のおそれびあります。 
e 液が目に入った場合は、こす6ず、ずぐに水道水 
などされいな水で充分に洗ったあと、医師の治 
療を受けて < ださい。 

0 液を□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水道水 
で口を洗ミきし、医師に相談してください。 

〇液が身体や巧服についたとさは、水でよく洗い 
流してください。 


ミち意を促す記号 



A 

义災 

感電 

行為を禁止ずる記号 


0 


禁止 

分解禁止 

(!) 


めれ手禁止 


行為を指おする記号 


C 

〇 

つラグをコン 
セントから巧く 

指示 

電池について 



安全のためにの文中の「電池」とは、 
r バッテリーパック」も含みます。 
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付属品を確認する 


万一、不足の場合はお買い上げ店にご相 
談< ださい。 

•バッテ U - チヤージヤー目 C-CS D ( 1 ) 



• U チャージャブルバッテ U - パック 
NP - BD 1 (1)/バッテリーケース （1) 



• マルチ端子専用 USB - A / V ケーブルり） 



•ステーションプレート H (1) 

サイバーシヨットステーション(別売) 
に本機を取り付けるときに使います。 



• CD-ROM (1) 

-ヴイイくーシヨットアプ U ケーシヨンソフト 
ウェア 

- r サイバーシヨットノ V ンドプック」 

- r サイバーシヨットステツプアップガイド」 

•取扱説明書(本書）り） 

•保話書り） 


I リストストラップを使う 

落下防止のため、ストラップを取り付け、 
手をとおしてご使用ください。 



I ペイントペンを使う 

タッチノ くネルを操作するとをに使いま 
す。 U ストストラップに取り付けて使え 
ます。 



ごミ主意 


• ペイントペンを持って、本機を持ち運ばないで 
<ださい。本機び落下するおそれびあります。 


準備する 
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结 II の名前を確認ずる 


巧 




丘]シャッターボタン 
回因(再生)ボタン 
回レンズ カバー 
团マイク 
固フラッシュ 

固セルフタイマーランプ/ 

スマイルシャッターランプ/ AF イル 
S ネーター ランプ 

团レンズ 

图 WLAN (ワイヤレスネットワーク）ラ 
ンプ 

回 スピーカー 
圆液晶画面/タッチパネル 
回ズーム ( W / T ) ボタン 
回 POWER ボタン/ POWER ランプ 

圆 WLAN (ワイヤレスネットワーク）ボ 
タン 

画リストストラップ取り付け部 
圆兰脚巧ネジ巧 

• ネジの長さび 5.5 mm 未満の兰脚を使ラ。 
5.5 mmUUi の兰脚ではしっかり固定でさ 
ず、本機を傷つけることがあります。 

画バッテ u-r メモ U - スティック 
デュオ" カバー 

回マルチ接続端テ 
圃取りはずしつまみ 
画ソモリースティックデュオ"挿入 □ 
國バッテ U - 挿入 □ 

國アクセスランプ 


面を画 


風画励 


準備する 
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バツテリ _ を巧電する 


パツテリーをパツテ 
リーチャージャーに取 
り付ける。 

• 鶏量びあるバッテ U —を充電でき 
る。 



バッテ U - 


2 


電源プラグを引き起こ 
し、壁のコンセントに 
取り付ける。 

CHARGE ランプ消灯渡、そのまま約1 
時間充電を続けると、若干長く使える 
(満巧電)。 


電源プラグ 



コンセントへ 


CHARGE ランプ 

点灯：充電中 

消灯：充電終了 (実用充電） 


3 


充電が終わった5、バッテリーとバッテリーチャ- 
ジャーを取りはずす。 


I 巧電にかかる時間 


満充電 

実用充電 

約220分 

約160分 


ごミ主意 


• バッテリー（付属)を使い切ってから、温度25での環境下で充電したとさの時間です。使用状況や環境 
によっては、長くかかります。 

• バッテ1」ーチャージャーを取り付けるとさは、お手近なコンセントをお使いください。 

• 充電び完了して CHARGE ランプが消えてを電源からは遮断されません。使用中、不具合び生じたとき 
はずぐにコンセントか5プラグを拖さ、電源を遮断してください。 

• 充電び終わったら、バッテ U - チャージ巾一をコンセントか5抜き、バッテ U - をバッテリーチャー 
ジャーから取り出してください。 

• 必ずソニー製純正バッテ U —をお使いくださし、。 


準備する 



























I バッテリーの使用時間と撮影/再生が数 



使用時間 

枚数 

静止画撮影 

約100分 

約200枚 

静止画再生 

約170分 

約3400枚 


測定ちまは CIPA 規格による。 

CCIPA :カメラ映錄機器工業会 、 〔amera & Imaging Products Association ) 


•使巧時間/枚数はカメラの設定によって異なる場合びあります。 


’ b ‘巧外でを使えまず 

バッテ U - チヤージヤー咐鼠と AC アダプター AC - LS 5 K (別売)は全世界で使用できます 
( AC 100 V 〜 240 V 、 50/6日 Hz )。 ただし、地域によっては壁のコンセントのお状が異なるため、蜜 
換フラグアダプターび必要です。お出かけ前に、旅行代理店などで訪問先のコンセントのあ状を 
確認し、必要に応じてご用意ください。 

電モ式変圧器（トラベルコンパーター)は使用できません。故障の原因になります。 


コンセントお:!犬例 

地域 

変換プラグアダプター 

回〇 

主に北米 

不要 

G 〇 G 
〇 © 

主にヨー□ッパ 

必要 1 



ごを意 


準備する 


10 















バツテリーを入れる 



2 


バッテリーを入れる。 

バッテ1」一の▲マークを取りはずし 
つまみに合わせ、バッテ U —の端で取 
りはずしつまみを矢印の方向に押し 
なびら入れる。 



3 


力八一を閉じる C 



I バツテリーの残量を確認ずる 

液晶画面左上に、バツテ U —残量を表すアイコンび表示されます。 

画画画画 


を 


なし 


• 正しい残量を表示するのに約]分かかります。 

I 使用状況や環境によっては、正しく表示されません。 

• NP - FD 1 バッテ1」一（別売)をお使いになると、残量表示の後に分表おわ出ます。 

I 使用回数や経年変化により、バッテ U - 容量は低下しまず。使用できる時間び大幅に短くなった場合 
は、バッテ U —の寿命です。新しいものをお買い上げください。 


準備する 
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バッテリーを巧日出ず 



取りはずし 
つまみ 

アクセスランプ 


取りはずしつまみをずら 
す。バッテ U —び落下しな 
いよラにごを意ください。 


• アクセスランフ点好中は、パ’ッテ1」一または 
‘六モ U - スティックデュオ"（別売)を取り出 
さないでください。データび壊れることびあ 
0ます。 

I 使用でをる記録メディア 

本機には約 4 GB の内蔵メモリーび搭載さ 
れてお D 、 "メモ U —スティックデュオ" 
(別売)びなくてち多くの画像び記歸で 
をます。 

"メモリースティックデュオ"を入れて 
いるときには、"メモ U - スティック 
デュオ"に画像び記歸されます。 

"メモリースティックデュオ" 


モ IJ ースティック PRO デュオ"、"メ 
モリースティック PRO - HG デュオ"も 
使えます。 

記録でをる枚数/時間については、29 
ページをご覧ください。その他の"メモ 
リーステイック"や、メモ U —カードは 
使えません。 


"メモリースティック" 

本磯では使用でをません。 


iSr 


•本機内では、内蔵メモ U - と"メモ U - ス 
ティックデュオ"間で、画截のコピーや移動は 
でさません。 

I " メモ U — スティックデュ 
才"(別売)を入れる 

カノ く一を開けて"メモリースティック 
デュオ"を入れる。 



デュオ"を押して取り出します。 


準備する 
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BSit を合わせる 


レンズカバーをイラ 
ストの向きにず5す。 

液晶画面のフレーム 
を親指で巧して、いつ 
ぱいまで開<。 

電源び入る。 

• POWER ボタンを押しても電源び入る。 



2 


希望の日付表示設定を 
タッチしてか!5、巨)を 
タッチずる。 


I 年-ち-日^ 


I 曰-ち-年 I 




3 


設定する項目をタッチ 
してか5、 ▲/ ▼をタッ 
チして数値を設定する。 

• 真夜中は口: OOAM 、 正午は 
12:00 PM となる。 



4 


[実行]をタッチする。 


•本機には画像に日付を挿入する機能はありません。 CD-ROM (付属）に収録されている rPMB 」 を使用 
すると、日付を入れて保を/印刷できます。 

• 電源を入れたまま約3分間操作しないと、自動で電源び切れます(オートパワーオフ機能)。 

• 電源を入れたとを、操がでさるまでに時間びかかることびあります。 


準備する 


I B ま計合わせをや日直す 

匹田0をタツチして、さ簡定)から[時計設定]を還びます (47 ぺージ ) 。 
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ワイヤレスネツトワークを設定ずる 


本機にはワイヤレス LAN 機能び搭載されています。 

アクセスポイントを経由して、本機をネットワークに接続します。 


POWER ボタンを巧す。 
覇原げ入る。 



POWER ボタン 


2 


EMB — •(コミュニ 
ケーシヨン）一 ► [ネッ 
トワーク]—►回3— ► 
[さ ネットワーク設赶 
— ► 03をタッチする。 



[タイムゾーン] 
る。 


住んでいる地域をタツチす 


4 


[アクセスポイント]-時/巧見作成]—►[自 
動検索]-►囚 一►希望のアクセスポイントを選択一►囚 
をタッチずる。 


SSID 情報確認画面び表示されます。 


5 


SSID が表示されていることを確認一-回をタッチする。 
SSID び表示されていないときは [ SSID ] ^キーボード 
で入力一■をタッチする。 


準備する 
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6 希望の暗号化方式を選択一-囚をタッチする。 
[使用しなしリを選んだときは、手順刻こ進む。 


7 [暗号キー]ーキーボードで暗号キーを入力一因を 
/ タッチする。 


8 [かんたん]-•►因一►接続名を確認一•►回一►アクセスポ 
イント設定一覧を確認一►回一 ► [保を] 一►囚一 ► 
[実行]をタッチする。 


ごミ主意 


•ネットワーク機器の接続-設定方法は機器によって異なります。 

• 本機をネットワークに接続するには、切下び必要です。 

-インターネットサービスフ n バイダーとの契約 
- ADSL モデムなどのネットワーク機器 
-アクセスポイントまたはワイヤレスルーター 
ー アクセスポイントの設定情報 ( SSID ) 

• 設定内容び分からないときは、アクセスポイントを設定したちや管理者、またはフ n バイダーにご確認 
<ださい。 

• オートパワーオフ機能は働さません。 

•ネットワーク接続時、操作しない状態び3分な上続くと、八‘ッテリーの消耗を防ぐため、自動的にネット 
ワークの接続び切断される場合びあります。その場合は再接続してください。 


準備する 
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キーボードのつかいかた 

手動で文字入力びぶ、要なところをタッチすると、キーボードが表示されます。 

入力を終えたら、ち下の C のをタッチします。 

• 入力でさる言語は本機の表示言語に対応しています。 



入力 

フイー J レ ド 


文字入カキー 


入力候補 
を表示 


ボタン 

用途 


決定 

国 

かな-□ーマ字切り換え 

国 

ル文字-大文字切 D 換え 
• ひらびな/カタカナを入 
力した後にタッチする 

国 

全角/半角切り換え 

■a 

全角ひらびな 

B 

全ちカタカナ 


全角英数字 


記号表示 


ボタン 

用途 

国 


アドレス帳 

函 

単語または漢宇のみで変 
換文字の候補を表示 

□ 

で字カーソルの左ので宇 
を削除 

B 

改行キー 

日 


シフトキー 

目 


Laps Lock 

11^ 

スぺースキー 


中止 


準備する 
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撮る 


レンズ カバー をイ ラス 
卜の向きにず5す。 

電源び入る。 



2 


脇を締めて構え、構図 
をミ夫める。 

• ズーム ( w / r ) ボタンの T 側を押す 
とズームする。 w 側を巧すと戻る。 


ズーム ( VV / T ) ボタン 

0 IQ 



3 


シャッタ^ —ボタンを半 
巧しして、ピントを合 
わせる。 

半巧しすると手ブレ補正び効いて 
画面に((化;>び表示される。 

ピントび合うと「ピピッ」という音び 
して•び点なする。 

• ピントび合ラ最短距離はレンズ 
先端から W 側約 Son 、 T 側約 50 cm 。 


シャッターボタン 


手ブレ補正 
マー ク 



4 


シャッターボタンを深 
く巧し込む。 


画像び撮該される。 



撮つて、見る 
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見る 


田(再生)ボタンを巧す。 

最後に撮った画像び表示される。 

• 他機で撮影した"メモリース 
ティックデュオ"の画像を再生で 
さない焉をは、フオルダビュー （33 
ページ)で再生する。 


[^(再生)ボタン 


I 次の画像/前の画像を選ぶ 

画面の ►!( 次）/ I ◄(前)をタッチする。 


I 削除ずる 

面(削除)をタッチし、[実行]をタッチす 
る。 


I 撮該に戻る 

シャッターボタンを半押しする。 

I 電源を切る 

レンズカバーを閉じる。 

• POWER ボタンを押してを電源び切れる。 




撮つて、見る 
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貯める 


本機には約 4 GB の内蔵メモ U - が搭載されており、多くの画像を貯められます。パソコ 
ンか6画像を取り込んで、本機でいつでち楽しく見ることびでをます。 


1 


rPMB 」 を使って本機に 
画像を書き出す。 

• パソコンの接続と 「 PMB 」 について 
詳しくは39ぺージをご覧ください。 



I 貯めた画像を楽し<見る 

本機に画像を貯めておけば、スライドショーやスクラッププックを使って、いつでも楽 
しく画像を再生でをます。また、たくさんの画儘をお好みのビューモードで整理して、 
簡単に検索でをます。 




スライドシヨー 

(31 ぺージ） 


スクラップブック 
(32 ぺージ） 



撮つて、見る 
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ワ仆レスで画像をアップ□—ドずる 


アクセスポイント経由でワイヤレスでウェブサイトにアクセスし、撮った画像をアップ 
□-ドでをます。 

ご使用の前にネットワークの設定び必要です。 （14 ページ） 


電源を入れた状態で 
WLAN (ワイヤレス 
ネットワーク)ボタン 
を巧す。 

Web ブラウザび起動する。 
初期設定では ソニーのポー タル サイ 
卜び表示される。 



WLAN (ワイヤレスネットワーク） 
ボタン 


2 


ネットワークサービスに□グインする。 


3 


ms の指示に従って、画像をアップ□-ドする。 


• ネットワークサービスによっては正しく動作できない場合びあります。 

• 事前に各ネットワークサービスのウェブサイトでアカウントをイち成しておく/必要びあります。 

• 一度にアップ n — ドできる枚数はネットワークヴービスによって異なります。 

• 静止画の画儘サイスによっては、アップ n — ドでさない場合びあります。また、アップ n — ドでさる動 
画サイズは1 0 OMBUTF です。 

• ネットワーク接続中に、";><モ|」ースティックデュオ"の扳さ差しを巧ラと、動作び遅くなる場合びあ 
0ます。 

• ネットワーク接続中は充分に充電したバッテ1」一をご利用ください。 

I Web ブラウザを終了ずる 

WLAN (ワイヤレスネットワーク）ボタンを押すか、两一[実斤]をタッチする。 


アップ □1 ドする 
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I Web ブラウザの操作ボタン 


m 


由 


田 



表示 

意ほ 

■ 

画面表示切曽 

( 〇) 

URL 表お 

• URL 入力のタブをタッチする 
と URL を手動で入力でをる。 

• 〇をタリチすると、歴 
を表示でさる。 


表示 

意ほ 

■ 

画面表示切曽 

♦ 

ソニーポー タルサイトを 
表お 

一一 

前の画面/次の画面 

〇 /X 

更新/読み込み中止 

A / T /► 

画面表示移動 

@局 

拡大/縮ル 

面 

ブラウザを終了 


表示 

意味 

因 

移動 

• URL を手動で入力した後に 
タッチずると入力したウエ 
ブヴイトを表示する。 

n 

ホームを表 zn; 

• ブラウヴ起動時に表示され 
るホームページ。 

田 

ブラウヴ内文字検索 
•文字を入力して検索する。 

R 

ブックマークー覧 

& 

履歴の表お 

6 

タブ切り曽え 

疆 

アドレス帳の登録と表示 

A 

■■■ 

Web ブラウヴ設定 
表术モード 
文字サイズ 
文字コード 
表示詳細 
ホー ムぺ ージ 
プ□キシ 

Cookie 

キヤッシュ 

Web ブラウザ情報 
セキュリティ 


アップ □1 ドする 


图 
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巧みに合わせて撮露モードををえる 


1 (撮影モード）一 ► 好みのモー 
I ドー ► Ea をタッチずる。 




撮影モード 

機能 


オート撮該 

力六ラまかせで自動撮影する。 


プ□グラムオート撮 
影 

露出と絞りは本機び自動設定する。それし：!がの設定はメニュー 
で設定する。 

EASY 

かんたん撮彫 

見やすい表示で簡単に撮影する。 

ISO 

高感度 

暗いところでをフラッシュを使わずプレを軽減しなびら撮影で 
さる。 

M 

動画撮影 

動画を撮影ずる。 

四 

風景 

遠景にピントを合わせ、遠くの風景を撮慕しやすくし、青空や草 
木の色を鮮やかに撮該する。 

• o 

■つ 

ソフトスナップ 

人物や花などを、やさしい雰囲気で撮影でをる。 

シ 

夜景 S 人物 

夜景と手前の人物を同時に撮該するとさに使ラ。夜景の雰囲気 
を損なわずに、手前の人物を際立たせた画像を撮影でをる。 

J 

夜景 

暗い雰囲気を損なわずに、違 < の夜景を撮診でさる。 


シーンセレクション 

その他のシーンセレクシヨンを選ぶ。 


巧3内のシーンセレクション 


,, 

料理 

マク□モードになり、料理を明るく、美味しそうに撮影でをる。 

に 

ビーチ 

海や湖畔などの場所で撮影するとを、水の青さを靜やかに記録 
する。 

さ 

スノ- 

雪景色などの画面全体び白くなるよラなシーンで雰囲気を損な 
わずに撮影で去る。 


打ち上げ花火 

打ち上げ花火ををれいに撮影でをる。 

ザ 

高速シャッター 

屋外などの明るい場所で動さのある被写体を撮影するとをに使 
う。 


ごを意 
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• モードによっては、フラッシュ発光できなくなります。 

































笑顔を逃びをず撮る(スマイルシャツター) 


%](撮影モード） 一* •曲 0(才一 
卜撮影） 一 > I X I または四 a — ► 
® (スマイルマーク）をタッチ 
ずる。 






2 


笑顔を待つ。 

スマイルレベルびインジケーターの ◄ 
を超えると、自動で撮影される。もラ 
一度©(スマイルマーク）をタッチする 
と、スマイルシャッターび終了する。 

• スマイルシャッター中にシャッター 
ボタンを押すと、オート撮影される。 
撮影樓はスマイルシャッターに戻る。 



顔検出枠 
スマイル検出感度インジケーター 


ク 


検出されやすい笑顔のポイント 



①前髪び目にかからないようにする。 

⑤カゾラに対して正面を向き、なるベ 
く水平になるよラにする。目は細め 
にずる。 

⑤□を開けてしっかり笑う。歯び見え 
ているほラび笑顔を検出しやす<な 
る。 


撮影に便利な機能を使ラ 
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が況を自動判別して撮る(おまかせシーン認識) 


本機び自動的に撮影状況を認識して撮養ミします。 


(撮影モード） 一 ►皿日(才一 
卜撮影） 一►届] または EH を 
タッチずる。 



つ 四曲 D 一 逝がおまかせシ—ン認識） 一 ••好みのモードー ► 03 をタッチ 
^ ずる。 

驅彻）： シーン認識機能を使わない。 

面 D (才ー ト）：シーン認識すると、最適な設定に切り曽わり、撮影する。 

耐ヴドバンス）： シーン認識すると、最適な設定に切り替わり、撮影する。 
j (夜景)、ム>(夜景&人物)、が (= 脚夜景)、 团 (逆光)、 を 3( 逆光&人物)を認識すると、ちラ1 
枚撮該される。 i う(人物)び認識されると目っぶり軽減機能び働く。 


ごを意 


• 、で(マク□入)、が U 拡大鏡入)、連写時はおまかせシーン認識は働きません。 


そ)‘シーン認識ずると 



シーンを認識すると、 J (夜景)、ジ(夜景&人物)、 

が(兰脚夜景)、团(逆光)、巧(逆光&人物)、四(風 
景)、ホ(マク□)、&(人物)が表示されます。 

シーン認識しない場合は、[切]の時と同じ画觀び撮 
影されます。 


シーン認識マーク 


設定値マーク 
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近くのものををれいに撮る(マク□/拡大鏡) 

虫や花など、ルさいものを近くできれいに撮りたいとさに使います。 


1 CTauto (マクロ）一 好みのモー 
I ドー ► Ea をタッチずる。 

CTauto (才ート）： 遠景から近接まで自動 
でピントを合わせる。 

通常はこのモードにずる。 

C 6 (マク□入）： 近接する被写体を優先 
してピントを合わせる。 

近くのちのを撮る場合に使用する。 

が U 拡大鏡入）： マク□撮影よりもさ 
日に近距離で撮該したい場合に使巧す 
る。 W 側固定で約1〜 20 cm の間でピ 
ントを合わせる。 


セルフタイマーを巧ラ 


1 の OFF (セルフタイマー)^好 
みのモードー ► ES をタッチず 
る。 

の OFF (切）： セルフタイマーを使わない。 

公 0( セルフタイマー 10 秒）： 1日秒後に 

撮慕。自分も一緒に写りたいときに使 
ラ。解除するにはちラー度妇〇をタッチ 
する。 

の 2( セルフタイマー 2 秒）： 2秒棲に撮 

該。シャッターボタンを押した時のブ 
レび軽減でをるため、手プレび起こり 
にくくなる。 

) シャッターボタンを巧ず。 

セルフタイマーランプび点滅して「ピッピッピッ」と操作音び鳴り、撮影び開始される。 




撮影に便利な機能を使ラ 
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フラッシュモードを選ぶ; 


が; TO (フラッシュ）一►好みの 
モード ー ► 03をタッチずる。 

が抓)けート）：光量不足または逆光と 
判別したとを発光。 

ろ(強制発光）： 必ず発光する。 

お L (ス□—シンク □) :必ず発光する。 

暗い攝所ではシャッタースピードを遅く 
し、フラッシュび届かない背景ち明るく 
撮影。 



® (発光禁止）： 発光しない。 


ごを意 


• おまかせシーン認識び[才ート]または[アドバンス]のとき、そ備制発光)、わ L (ス n- シンク □) は使え 
ません。 

• 連写時はフラッシュ撮影できません。 
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巧をなところにピントを合わせる 

ピントを合わせたいところをタッチするだけで、ピント位置を変更でをます。 


1 被写体に本機を向け、ピントを 
合わせたいところをタッチず 
る。 

• 半押ししてピントを合わせる前なら、 

何度でをやり直しでをる。 

• カメラまかせのピント合わせにした 
し、ときは、 hOF 格タッチする。 

I 公：顔検出している 
:顔検出していない 


顔にピントを合わせて撮る(顔検出） 

カメラが人物の顔を制別して、顔にピントををわせます。ピント合わせの優先対象を設 
定でさます。 


1 晒皿 一底 U 顔検出）一好 
I みのモード ー ► Ea をタッチず 
る。 

巧 (タッチ時）： 画面の顔部分にタッチ 
したと去顔検出をする。 

皆 io (オート）： 力；><ラまかせでピント 
合わせする顔を選ぶ。 

& ぶ(こども優先）：子 どちの顔を優先 
してピント合わせする。 

と ] & (おとな優先）： 大人の顔を優先し 
てピント合わせする。 




撮影に便利な機能を使ラ 
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用透にをわせて画像のサイズを選ぶ 

画像サイズは写真を記録するとをの大ささのことです。 


1 I 円…" I 一 ► Si (画像サイズ） 一 *• 
巧おのサイス ー 03をタツチ 
ずる。 



静止画画像 サイズ 


用途例 


本機の液晶表示 


掃 ii 1 0 M 
(3648 X 2736) 


励 5 M 

(2592 X 1944) 


励 3 M 
(2048 X 1536) 

庶 A VGA 
(640 X 480) 

面2 3:2 C 8 M ) 
(3648 X 2432) 


A 3 ノビサイズまでの印刷 


A 4 サイズまでの印刷 



L /2 L 判までの印刷 


E メールに添付 


写真の印画紙、ポストカード同様 
に 3:2 の縦横比で撮影 


縦横比 4:3 または 3:2 で表示。 


麻+16:9 C 7 M ) 
(3648 X 2056) 


损916:弓 QM ) 
(1920 X 1080) 


八イビジヨン対応テレビでの鑑 

な 

貝。 



画面いっぱいに表示。 


動画画像 サイズ 

フレーム 数/秒 

巧途例 

K 640 (ファイン） 

(640 X 480) 

約 30 枚 

テレビの再生(高画質） 

lifo 640( スタンダード） 

(640 X 480) 

約 17 枚 

テレビの再生(標準画質） 

1320 320 (320 X 240) 

約 8 枚 

E 分ールに添付 
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\ 容量 

内蔵 

メモリー 

本機でフオーマットした"メモリースティックデュオ" 

約 4 GB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

16 GB 

640 

(フアイン） 

0:50:10 

0:02:50 

0:06:00 

0:12:20 

0:25:00 

0:49:20 

1:3弓:40 

3:22:50 

640 

(スタンダード） 

3:00:50 

0:10:20 

0:21:40 

0:44:20 

1:30:10 

2:58:00 

5:5弓:2日 

12:10:20 

320 

12:03:30 

0:41:30 

1:25:20 

2:57:40 

6:01:00 

11:52:00 

23:57:30 

48:41:50 


I 記録枚数/時間は撮霖状況および使用する記録方ディアによって異なる場合びあります。 

• 静止画の記録可能枚数び弓99弓枚より多いときは、 r >9 弓弓9」と表示されます。 

I "メモ U - スティックデュオ"使巧時、[目40(ファイン)]はソモ U - スティック PRO デュオ’のみに記 
録でさます。 

• 動画は HD 対応していません。 

I 他機で撮影した画像を再生すると、実際の画像サイスと異なって表示される場合びあります。 

• 内蔵メモ U —に多くの画像を記録すると、動作び遅くなる場合びあります。 


ごミ主意 


• 16:9で撮影した画勒ホ、プ U ント時に両端び切れることがあります。 

I 記録巧能が数と記録巧能時間 


LU 下の表は、[撮影モー问び[通常撮影]のときの枚数です。 

牌位：胁 


\ 容量 

サィ: 

内蔵 

メモリー 

本機でフォーマットした"メモリースティックデュオ" 

約 4 GB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

16 GB 

10 M 

988 

56 

118 

242 

493 

972 

1963 

3991 

5 M 

1566 

89 

188 

384 

781 

1541 

3111 

6324 

3 M 

2512 

144 

301 

617 

1253 

2472 

4991 

10140 

VGA 

24120 

1385 

2898 

5925 

12030 

23730 

47910 

97390 

3:2(8 M ) 

996 

57 

119 

244 

497 

980 

1980 

4024 

16:9(7 M ) 

1048 

60 

126 

257 

523 

1031 

2083 

4234 

16:9(2 M ) 

4020 

230 

483 

987 

2005 

3955 

7986 

16230 


政下の表は、動画ファイルを合計したとさの最大記録可能時間の目まです。連続撮影巧 
能時間は約10分です。 

(単位：時：分：砂) 


ごミ主意 


撮影に便利な機能を使ラ 


29 




































拡大して見る(再生ズーム) 


1 因(再生)ボタンを巧して画像 
を再生し、拡大したい部分を 
タッチずる。 

タッチした部分を中むに、2倍に拡大 
される。巴因 i (画面表示)び[画儘のみ] 
のと定は、画面の中央をタッチしてか 
日、拡大したい部分をタッチする。 



2 倍率や化大位置を調整ずる。 

画儘をタッチずるたびに、さらに拡大 
表术される。 

囚/因/因/尼 I :ズーム位置変更 
巧巧：倍率変更 

か. 囚/因/囚/因を表お/非表お 
rx ] :ズーム中止 



全体の中で現在表示されている部分 


画面いつぱいに画像を表示する（ワイドズーム) 
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縦に表示をれた画像を一時的に横に回拓する 
(-時回拓表示） 


1 因(再生)ボタンを巧して縦に 
表示された画像を再生し、も g 
(一時回転表示)をタッチずる。 

• 終了ずるには、再びをタッチす 
る。 


音楽といつしよに再生する(スライドシヨー) 


1 田(再生)ボタンを巧して画像 
を再生し、巧（スライドシヨー) 
をタッチずる。 


2 [実行]をタッチずる。 

スライドショーび始まる。 

• スライドショーを終了するには、画面をタッチして、[終了]をタッチする。 


’ d ‘好さな巧を BGM にずる]^ 

お手持ちの音楽 CD や MP 3 ファイルからお好みの巧 （ BGM ファイル)を本機に転送し、スライド 
ショーとともに再生できます。目 GM ファイルを転送するには、付属のソフトウェア 「Music 
Transfer 」 をパソコンにインス! -- ルして (40 ぺージ)、下記手順をおこないます。 

の曲曲白-** (画像再生 2) 一 [目 GM ツール]--旧 GM ダウン □- 问をタッチずる。 

③本機とパソコンを USB 接続する。 

③ rMusicTransfed を起動して操作する。 

詳しくは 「Music Transfer 」 のヘルプをご覧ください。 




再生に便利な機能を使ラ 


31 















スクラップブックで見る 

画像に自動的に背景をつけて、アルバムのように演出して表示します。 


1 田 (再生)ボタンを巧して画 
像を再生し、 EMD 垣(スク 
ラップブック）一 ►ES をタッ 
チずる。 



2 w/i ◄ボタンでぺージをめくる。 

かと：記録メディアになを 

泛 I :背景還が 

Q :自動再生開始 

自動再生を中止するには画面をタッチ 

する。 

X :終了 

W :表祇画面に戻る 



ごを意 


• ビューモードが[フオルダビュー]のときは表示されません。 

‘保をの方法を選ぶ 

[現在のページを保存]:見ている画像を保巧する。 

[ページを選巧して保存]: ►!/! ◄で画像を選び、保巧したい画像をタッチする。 
[スクラップブック內全てを巧を]:スクラッフプック内の全ての画像を保をする。 

保ちされる画像サイズはになります。 
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素早 < 探す(一質表示) 


1 因(再生)ボタンを巧して画像 
を再生し、 H (—覧表示)をタツ 
チずる。 

• ESa をタッチすると、12枚か20枚 
で表示枚数を設定でをる。 


2 Z/Z ボタンでぺージをめくる。 

• 一覧表お画面で画儘をタッチずると、 
1枚再生に戻る。 


画像を表示する方法を選ぶ(ビユーモード) 

画像を表示するち法を選び、一覧表示します。 


1 因(再生)ボタンを巧して、画 
像を再生し、 H (—覧表示）^ 

4〇?>(ビューモード） 一► 好み 
のモードをタッチずる。 

国! J (日付ビュー）：日付ごとに分けて 
表おする。 

[百(イベントビュー）：撮該日時や頻度 
などを分析し、自動でグループ分けし 
て表术ず々。 

り(お気に入り）：お気に入り登録した画儘を表示ずる。 
な(フオルダビュ ー) :フオルダごとに表示ずる。 




再生に便利な機能を使ラ 
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I 表示したい画像を簡単に探す 


日付ビュー/イベントビュー/フオルダビューのとき： 

国（日付 U スト)、 H (イベント U スト）、亡!煩生フオルダ選択)をタッチすると、簡単に 
画像び探せます。 



曰巧リスト：希望の曰に 
ちを選択すると、一覧表お 
する。 



X 

に《 11£>£>8 ぉ 3| 

壬 


▼ 

2008 -1-3 [ 

p.rani 1 

1 


イベントリスト：蒂望の 

イベントを選択すると、一 
覧表术する。 



再生フォルダ選択：希望 

のフオルダを選択して[実 
行]を選択すると、一覧表 
のする。 


お気に入りのとさ：お気に入り登録した画像を6グループに分けて表示でをます。 



r'l ，。巳 J 

2 。囚 1: 

3 2’ 固 3 


5 ，。圓 

6 ，□! 


お気に入り：希望のお気に入り番号を選択すると、一覧表 
巧すろ。 


ごを意 


• 他機で撮影した画像を再生でさない場合は、フォルダビューで再生して < ださい。 
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プラビアか 6 画像を見る 


巧 dina 

CERTIFIED 


ホームネットワークをかして、 DLNA 対応の"ブラビア’で操作して本機の画像を見ら 
れるよラに設定します。 

1 匹皿一►••口 S ュニヶーショ 
ン）一[ネットワーク]一 
(他機器か5見る） 

—田3の順にタッチずる。 



2 


[接続]をタッチずる。 

接続先び複数ある場合は[接続先アクセ 
スポイン N をタッチして接続先を選ぶ。 


他機器か5見る 


毎病巧アクセスポイント 
—运お1 


接続 


*3 ネットワーク上で公開したい画像を還ぶ。 


4 


公開ずる方法を選ぶ。 


I 公開でさる画像は静止画のみです。 

• -度に選択できる画像は最大100枚です。 

I DLNA 対応機器で本機の画像を見るには、再生機器側の設定と操作び必要です。詳しくは再生機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

•ネットワーク接続中は充分に充電したバッテ U - をご利用ください。 


I 公開ずる画像を1がずつ解除ずる 

画像公開中に画觀をタッチして、チェックマークをはずす。 


つないで楽しむ 
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I 公開する画像ををて解除する 

画像公開中にの五の一-(解除）一因 g 一 [実行]の順にタッチする。 

I 画像公開を終了する 

WLAN (ワイヤレスネットワーク）ボタンを巧す。または 、 EMD -► 困娘了）— 
Ea — [実行]の順にタッチする。 


ブラビアへ画像を送る 


巧 dina 

CERTIFIED 


ホームネットワークをかして、本機を操作してレンダラー機能に対応した‘ブラビア"へ 
画像を送0ます。 


1 阻の—*•が(コ 5 ュニヶ—シ3 
ン）一[ネットワーク]一 
Eia^P (他機器へ送る） 
—因3の順にタッチずる。 



2 [機器検索]をタッチずる。 

本機び接続する機器を検索ずる。検出された機器び液晶画面に表示される。 
前回と同じ機器に接続するときは[前回接続機器]をタッチずる 一 ► 手順4へ進む 


) ち信ずる機器をタッチし、监 
W 続]をタッチずる。 

)0 ^ 最後に接続した機器 



4 送信したい画像を還ぶ。 
送信ずる画像をタッチずる。 
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I 画像送信を終了する 

WLAN (ワイヤレスネットワーク）ボタンを巧す。または、の田！]--面（終了）— 
03 — 廣行]の順にタッチする。 


ごミ主意 


• レンダラー機能に対応した機器のみで再生できます。レンダラーの設定に関して詳しくは、"ブラビア’ 
の取扱説明書をご覧ください。 

•ネットワーク接続中は充分に充電したバッテ U - をご利用ください。 


‘ブラビアに画像を一度にまとめて送る 

画像をまとめて送りたいときはスライドショーで送信すると便利です。 

①接続中の一覧表お画面で巧■(スライドショー)を 
タッチする。 

霞スライドショーを開始したい画像をタッチする。 

スライドショーの設定を変えたいときは 
1一覧表示画面でむ(スライドショー）- 
蒂望の項目一►好みの設定一* ■ 03をタッチする。 

2 [実行]をタッチする。 

下記の項目の設定がでさます。 

-再生間隔健し'!/標準/遅い） 

- U ピート(入/切） 



つないで楽しむ 
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テレビで見る 


1 本機とテレビをマルチ端モ専用ケーブル(付属)でつなぐ。 



マルチ端子専用ヶーブル 


ごミ主意 


• ネットワーク接続中はテレビに出力できません。 


’ b ‘八イビジョンテレビに接続して画像を楽しむとさは 

• HD 出カアダプターケーブル(別売)や、サイバーショットステーション(別売)で接続すると、本機 
で撮影した画傲を高画質でお楽しみいただけます。 

•あらかじめ、ホーム画面で苗(設定)を選び、[本体設定 2] のロンポーネント出力]を [ HD { D 3)] 
に設定してください。 

• HD 出力時は、動画は再生できません。動画を再生するとさは、[コンポーネント出力]をに D ] にし 
てください。 
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パソコンで巧ラ 

I rPMB (Picture Motion Browser )] で楽しむ 

サイバーシヨットで撮影した画像をよりいつそうご活用いただくために、 CD-ROM (付 
属）には rPMB (Picture M 加 on Browser )」 び収録されています。 

下記の他にも、撮影した画像を楽しむ機能びあります。詳しくは、 rPMB ガイド」をご覧 
<ださい。 



I PMB Po け able で楽しむ 

本機にはアプ U ケーシヨン rPMB Portable 」 び内蔵されています。 rPMB 」 びインス!-一 
ルされていないパソコンか6も、画像を簡単にネットワークサービスへアップ□ー ドで 
きます。詳しくは 、 rPMB Po け able 」 のヘルプをご覧ください。 


ごを意 


• rPMB 」、 「PMB Portable 」 は、 Macintosh には対応していません。 


つないで楽しむ 
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I rPMBj (付属)をインストールずる 

下記の手順で、ソフトウェア(付属）をインスI-ールします。 rPMB 」 と同時に 「 Mus に 
Transfer 」 もインストールされます。 

• コンピュータの管理者権限で n グオンしてください。 


1 パソコンの環境を確誌ずる。 

rPMB 」、 「MusicTransfer」 使用時の推奨環境 

0S ( 工場出巧時にインストールされていること ）： Microso 行 Windows 200 日 
Professional SP4/Windows XP* SP3/Windows Vista SP1* 

CPU : Intel Pentium III 500 MHz じ LL(ln 怡 I Pentium III 800 MHz 政上を推奨） 

メモリ： 25 目 MB 技上(引 2 MB 政上を推奨） 

" ードディスク：インス I -ール時に必要な容量：約 400 MB 
ディスプレイ： 1024X768 ドット政上 
*64bit 版は除きます。 

2 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐属)を CD - ROM ドライブに入 
^れ る。 

インス1-ール画面び表示される。 

*3 [インス!'ール]をクリックずる。 

「言語の還択」画面び表示される。 



4 画面の指示に従ってインス!'―ルを進める。 

[ インス!ルを、パソコンか 5 CD - R 0 M を取り出ず。 
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I rPMBJ で画像をパソコンに取 D 込む 

*] 巧分に巧電したバッテリーを本機に入れ、因(再生)ボタンを巧す。 
2 本機とパソコンを接続ずる。 

本機の画面に r 接続中」と表おされる。 



• 通信中は本機の画面にも《び表示されまず。 

その間はパソコンの操作をしないで < ださい。一拍 B — び表示されたら操作で去ます。 


*3 [取り込み開始]をクリックずる。 

その他詳しくは、 rPMB ガイド」をご覧ください。 


ごミ主意 


• カメラの動作中やアクセス中の画面び表示されている場合、カメラ本体からマルチ端テ専用ケーブル 
をはずした0しないでください。データび壊れることがあ0ます。 

• 残量の少ないバッテ1」一を使用すると、データを転送でさなかったり、データび壊れることびありま 
す。 AC アダプター（別売)とマルチ端子専用 US 目- A / V-DC IN ケーブル(別売)のご使用をおすずめし 
ます。 


つないで楽しむ 
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I rPMBj で画像を本機に書を化す 

内蔵メモ U - に書を出していない画像を、自動で還択して書を出します。 


1 本機とパソコンを接続ずる。 

自動再生ウイヴードび起動したら終了する。 


2 デスクトップ上の な ( PMB ) をダブルクリックずる。 


画面上部の巧をクリックずる。 

かんたん書を出し画面び表示されまず。 

その他註しくは、 rpMB ガイド」をご覧ください。 


I rPMB ガイド J を見る 


1 デスクトップ上の 藻 （ PMB ガイド)をダブルクリックする。 

• スタートメニューから起動するときは、[スタート]—[ずべてのプ□グラム]—[妃 ny 
P は ure Utility ] —► [ヘルスー ► [ PMB ガイ问の順にク U ックずる。 


I rPMB PortableJ を巧う 


1 本機とパソコンを USB 接続ずる。 

本機とパソコンの接続び終わると、自動再生ウイヴード [ PMBP 日 RTA 目 L 日び表示される。 

• 自動再生ウイヴード画面び表おされないときは、[コンピュータ ] (Windows XP / 2000で 
は[マイコンピュータ]) 一 [ PMBPORTABLE ] をク U ックして、 rPMB _ P . exe 」 をダブル 
ク U ックする。 

2 自動再生ウイザード巧の rPMBPo け able 」 を選ぶ。 

使巧許諾画面び表示される。 

Q 画面の指示に従って設定をおこなう。 

「 PM 目 Portable 」 び起動する。 

その他詳しくは 「 PM 目 Po け able 」 のヘルプをご覧ください。 


ごを意 


• rPMB Portable 」 使巧時は、必ずネットワーク接続してください。 
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I TMadntoshJ で使う 

Macintosh に画像を取り込むことびできます。ただし 「 PMB 」 は対応していません。 
「 Mus に Transfer 」 はインス! — ルできます。画像を本機に書き出した場合は、フオルダ 
ビューでご覧ください。 

パソコンの推奨環境 

本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環境び必要です。 

画像を取り込む時の推奨環境 

0S (工場出荷時にインス!ルされていること）： Mac 0 S 9.1/9.2 /Mac 05 X ( vlO.l 
〜 vlO .5) 

USB 端子：標準装備 

「Music Transfer」 使用時の推奨環境 

0S (工場出荷時にインス!ルされていること）： MacOSX ( vlO .3 - vlO .5) 
メモリ： 64 MB 政上 （128 MB 似上を推奨） 

八ードディスク：インス!-ール時に必要な容量：約25日 MB 


つないで楽しむ 
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画面の表示ををえる 


IMJ —► 好みのモードー ► 因3 
をタッチずる。 

0(ノー マル） ：ボタンとアイコンを 
表示 

0(シンプル）： ボタンだけ表お 

I ~ 1 ( 画像のみ) :ボタンとアイコンを 
消す 



ごを意 


• 再生時に[画像のみ]にすると lilHil も消えます。ボタンを表示させるときは、画面中央をタッチしてく 
ださい。一時的に[ノーマル]の表示にな0ます。 


そ)‘ヒストグラム、明るさの設定について 

1303をタッチすると下記の設定もできます。 

ヒストグラム： 画面の明るさを示すグラフです。ち寄りなら明るめ、左寄りなら暗めの画像です。 
明るさ： 液晶画面の巧るさ(標準/明)を設定します。[明]にすると明るい屋外でち見やすくなりま 
すび、バッテリーの消費は早くなります。 
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内蔵メモリーにパスワード□ツクをかける 

内蔵メモ U - にある画像を再生でをないよラにするため、パスワードを設定します。 


1 匹四!^を(設定）^ t 本体設 
赶—回！一-[パスワード□ッ 
ク]— ► EB をタッチずる。 


2 4衍の任意の数字を入力^ [実行]をタッチずる。 


) もう一度同じ数きを入力^ [実行]一[実行]をタッチずる。 


4 電源を切る。 

電源を切ったあと、再生するとパスワード□ックび有効になる。 


I パスワードを入力して再生ずる 

パスワード入力画面が表おされる一 ► 設定したパスワード番号を入力一^ [実行]をタッ 
チする。 

I パスワードロックの設定をお陈ずる 

晒皿一*■芭(設赵一^ [本体設定]—> 【•】:, — ► [パスワード□ック]—►因3 —►設定し 
たパスワード番号を入力一 ► [実行]—[実行]をタッチする。 


ごミ主意 


• "；><モ|」ースティックデュオ"巧の画像にはパスワードを設定できません。 

‘パスワードを忘れてしまったとさは 

のレンズカバーをずらす。 

⑤ POWER ボタンを巧し電源を切る。 

③ズームボタンの W 側を巧したまま、再生ボタンを巧す。 

0電源び入りパスワード解除画面び表示される一-[実行]をタッチする。 

⑤パスワード解除き号 (62 ぺージ)を入力する一*误行]一[実行]をタッチする。 



カメラの設定を変える 
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HOME にある機能を巧う 


ホーム画面とは、撮影-再生-印刷など、カメラででさることをお客様の使いたい目的 
に応じて大きく分類し、選巧できるよラにした画面です。本機の画面には、設定でさる 
項目のみび表示されます。 



I 。 撮影 


項目 

説明 

撮診 

静止画や動画を撮該する。 


I 巧 画像再生1 


項目 

説明 

日付ビュー 

画儘を日付ごとに分けて表示する。 

イベントビュー 

撮該曰時や頻度を分析し、自動でグループ分けして表おする。 

お気に入り 

お気に入り登録した画像を表示する。 

フオルダビュー 

フオルダごとに表示する。 


I 巧 画像再生2 


項目 

説明 

スライドシヨー 

効果や音楽ととちに、画儘を達続再生する。 

臣 GM ツール 

BGM ダウン□ー ド：スライドショー用の音楽を変更する。 

BGM フオーマット：スライドショー用の音楽を全て消去する。 

スクラップブック 

背景をつけ、アルノ くムのよラに画憬を演出して表示ずる。 


|占|印刷 


項目 

説明 

印刷 

静止画を印刷する。 
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1 14コ5ュニケーション 


項目 

説明 

ネットワーク 

画像アップ□ー ド/閱覧： Web ブラウヴを表おする。 

他機器から見る： DLNA 対応機器で操作して本機の画儘を閲覧 

する。 

他機器へをる： 本機から DLNA 対応機器へ画像を送って閲覧 

する。 

ネットワーク設定： ネットワークに接続するための'睛報を設定す 

る。（アクセスポイント/ニックネーム/ネット 
ワーク省電力/タイムゾーン/設定リセット） 


I ■メモリー管理 


項目 

説明 

メモ U —ツール 

フォーマット： 記録六ディアをフォーマット(初期化)する。 

記録フォルダ作成：記録メディアの中に新しいフォルダを作成する。 
記録フォルダ変更：画儘を記録するフォルダを変更する。 


■を 設定 


項目 

説明 

本体設定-本体設定1 

操作音： 本機の操作時に鳴るブヴーを設定する。 

機能ガイド： 機能の説明文を表示する。 

設定リセット： お買い上げ時の設定に戻す。 

キャ U プレーシヨン：ボタンの反応位置のずれを調舊ずる。 

デモモード： スマイルシャッターやおまかせシーン認識のデモ 

ンストレーシヨンをする。 

本体設定-本体設定2 

USB 接続： 接続ずるパソコンやプ U ンターに合わせて設定ず 

る。 

LUN 設定： USB 接続したときに、パソコンなどに表示される 

記録メディアを設定ずる。 

コンポーネント出力：接続ずるテレビ端デに合わせて設定する。 

ビデオ信号出力： 接続するビデオ出力方式に合わせて設定する。 

TV タイプ： 接続するテレビ画面の縦横比にに合わせて設定す 

る。 

パスワード□ック：内蔵 ><モリーの画憬にパスワードを設定する。 

撮影設定-撮影設定1 

AF イル S ネーター：暗所でピントを合わせるための補助光を発光す 
る。 

グ U ッドライン： 構図を合わせるための線を表示ずる。 

AF モード： 自動ピント合わせの種類を選ぶ。 

デジタルズーム： 光学ズームじ(上のズームのちまを設定する。 

撮影設定-撮該設定2 

縦横判別： 画儘の縦横を判別して記録する。 

オートレビュー： 静止画撮影後、画儘を約2砂間表おする。 

時計設定 

時計、曰付の設定を変更する。 

表示言語 

本機で表示ずる言語を設定する。 


カメラの設定を変える が 
















MENU にある機能を巧う 


撮影中-再生中に見えている画面に对して使える機能を表示して、手軽に設定でをます。 
本機の画面には、設定でをる項目のみび表示されます。 



I 撮影時の MENU 


項目 

説明 

画像サイズ 

画像サイズを設定する。 

( Si 10 M /® i 5 M/®i 3 M / I^a VGA/S 3:2 (8 M ) /®9 + 16:9 
(7 M ) を 916:9 (2 M ) / Ke 640 (ファイン) /|す〇640 (スタ 
ンダード） /Mo 320) 

おまかせシーン認識 

カメラびシーンを判断して撮影する。 

切/ ffll オート/ 面を アドバンス） 

顔検出 

人物の顔を検出し、ピントを合わせる優先対象を設定する。 

(巧タッチ時/が™才ート /A 也 こども優先 A 公 A おとな優先） 

スマイル検出感度 

笑顔を検出する感度を設定する。 

(e 低/©中/®高） 

撮診モード 

連写を設定する。 

(回 通常撮影/ 喔] 達写/ BRK ±0.3 EV 、 BRK ±07 EV 、 BRK ±1.0 EV ) 

明るさ （ EV 補正） 

露出を手動調整する。 

(-2.0 EV 〜 +2.0 EV ) 

測光モード 

画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定する。 

(田 マルチ 個 中央重就 

フ オー カス 

ピント合わせの方をを蜜更する。 

(1»マルチ AF /00 無限遠） 

色合い（ホワイトバラン 
ス） 

撮影場所の光の状況に合わせて画像の色合いを調蕾する。 

(A なも オート/#太陽光/ A 量天 A 競1堂光灯し Ilia 壁光打2、黑3壁光 
な電球 八 WB フラッシュ） 

フラッシュレベル 

フラッシュの発光量を調藝する。 

(ろ一/その標準/ 4+) 

目つぶり軽減 

目つぶり軽減機能を設定する。 

席。 才-卜 作 F 柳 

赤目軽減 

赤目軽減機能を設定する。 

([も 才ート/巧"入/巧が]) 
































項目 

説明 

DRO 

明るさとコントラストを最適化する。 

(团 gFF 切/03スタンダード/吨 is プラス） 

カラーモード 

画像の鮮皆かさを変えたり、特殊効果を加えて撮影する。 

標準/ビビッド/[1|セピア/[1^'モノトーン） 

手ブレ補正 

手ブレ補正の種類を設定ずる。 

Ci(to 撮影時/ぶ常時/«#ぶ切） 

撮影設定 

撮影機能を設定する。 


I 再生時の MENU 


項目 

説明 

固 (日付リスト） 

再生する曰付 U ストを選おする。 

H (イベントリスト） 

再生するイベント U ストを選択する。 

巳 (再生フオルダ選択） 

再生したい画像の入っているフオルダを選択する。 

が（ビユーモード） 

ビューモードの切り換えを行ラ。 

([1!! も日付ビュー/ li 百イベントビュー/でお気に入り/ 

E 占フオルダビュー） 

な(画像絞込み） 

条件に合ラ画儘を絞り込んで再生ずる。 

CaoFF 切/ぶ A 人物の顔/ホ〇こどちの顔/%(ホちゃんの顔/ 

み;窠獻 

巧 1( スライドシヨー) 

効果や音楽ととちに、画像を連続再生する。 

泛1( スクラッププック） 

背景をっけ、アル/ くムのよラに画像を演出して表おする。 

の (お気に人り登録/解 
除） 

画儘をお気に入りに登録/解除する。 

(。この画像/ 01 画像選択/^曰付内全て登録 V 
曰付内全て觸除つ 

* 各ビューモードによって、表おされる文言び異な 0 ます。 

〇(シェアマーク登録/ 

辆除） 

ネットワークサービスへアップ□ー ドする画儘を登録/解除する。 

(ミ 店 この画像/画像選択 /(：! 曰付内全て登録 V 
(31 曰付内全て解除つ 

* 各ビューモードによって、表おされる文言が異なります。 

〇 加工） 

画像に特殊な加工をずる。 

(曝 トリミング/ [或 赤目補正/^ピントくっきり補正/ 

巧 ソフトフオーカス /IB J くートカラー /C を 魚眼/ 

匡を ク□スフィルター/ 1 赛放射/ [1> レトロ/!^クスマイル） 

をク(ペイント） 

静止画へ描を込みをして別ファイルとして保ちずる。 

(マルチリサイズ） 

用途に合わせて画儘サイズを変更する。 

(がい V イビジョン対応テレビ/ dt ブ□グ化>< ール） 

面 (削除） 

画像を削除する。 

(面。 この画像/画像選お / ff 国日付内全てつ 
* 各ビューモードによって、表おされる文言び異な 0 ます。 


カメラの設定を変える 
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項目 

説明 

グ (プ□テクト） 

画像を誤って消さないように保護(プ□テクト)する。 

(グロ この画像 / C な画憬選択/ グ i 曰付内全て設定*/ 

グ off 曰付内全て解除づ 

* 鲁ビューモードによって、表示される文言び異なります。 

DP 0 F 

"分モ U —スティックデュオ"の画儘にプリント予約マークを付け 
る。 

( DP 唯この画像/ ° PDF 团画像選択/!沉日付巧全て設定 V 

IS ：; 曰付巧全て辭除つ 

* 鲁ビューモードによって、表示される文言び異なります。 

占旧刷） 

PictBiid 日 e 対応プ U ンターを接続して印刷する。 

け a この画儘/吉团画像選択/ J ■固日付内全てつ 
* 各ビューモードによって、表示される文言び異なります。 

'□パ回転） 

静止画を左ちに回較する。 

づ ( 音量設定） 

音量を調節する。 


プ□グラムオートにある撮露機能を使ラ 


撮影 f ー ドが田!](プ□グラムオート撮影）に設定されているときは、フオーカス/測光 
モード/ ISO / 明るさ （ EV 補正)の設定び変更でさます。 



項目 

説明 

HK フォー カス） 

ピント合わせの i を走ち法を変える。 

(曲 マルチ AF / m 中央重点 AF / n スポッ ト AF /1 .0 m /3.0 m / 
7.0 m/oo 無限證 

因(測光モード） 

測光部分の設定をずる。 

(田スレチ個中央重点/ H スポット） 

ぶ?。。 SO ) 

に日感度を設定する。 

(ISO AUTO / に 080 〜 ISO 320 0) 

Oev (明るさ （ EV 補正)） 

露出を補正する。 

(―2 .日 EV 〜 +2 .日 EV ) 
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r サイパーショット八ンドブック J を読む 

「サイバーショット八ンドブック」は、 CD-ROM (付属）に収録されています。さらに 
詳しい説明を知りたいときに、ご覧ください。 

I Windows をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐慰を CD - ROM ドライブに入 
れる。 

2 「サイバーショット八ンドブッ 
ム ク」をクリックずる。 

本機をよりよく使ラためにアクセヴ 
1」一の紹介をしている「サイバー 
ショットステップアップガイド」も同 
時にインス I -ールされる。 


*3 デスクトップ上のシヨートカットか S 起動ずる。 


1 Macintosh をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD - ROM 咐属）を CD - ROM ドライブに入 
れる。 

2 [ Handbook ] - [ JP ] の順に選び、 [ JP ] フォルタ巧の" Handbook , 
pdf ’ をパソコンにコピーずる。 

) コピーが完了した 5、" Handbook . pdf をダブルクリックずる。 



その他 
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画面に表示をれるアイコンー覽 


画面には、カメラの状態を表すアイコンび出ます。 

画面ち下の巴回 a で表示設定を選ぶことがでさます (44 ページ)。 

静止画撮影時 田 



• EASY (かんたん撮影)のとさは、表示されるア 
イコンは制限されます。 


表示 

意味 

画 

バッテ U —残量 

麵 

バッテ U —プ U エンド 

a 励励喊 

厨2损9+损9 

Ihne Istd 

画儘サイズ 

が 

PictBridge 接続 

け 

ら ] 

i 

スマイル検出感度インジ 
ケーター 

xl.SsQpQ 

ズーム 

国 n 口 1 口 2 口 3 
の 4 で日の 6 

ビューモード 

化 お 逆 q 
も 

画儘絞込み 

夕 

PMB 書去出し 

の 

お気に入り 

〇 

シェア 7 —ク 

0"n 

プ□テクト 

DP0F 

プ U ント予約マーク 

み X2.0 

再生ズーム 


回 


表示 

意味 

KfoSKte 

手プレ補正 

伽 

記録フオルダ 

跡 

再生フオルダ 
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表示 

意味 

96 

記録可能枚数 

8/8 

画像番号/再生フォルダ 
内画像枚数 

00:25:05 

記録可能時間(時:分:抄） 

□e 

記録/再生 ディア 
(">< モ IJ - スティック 
デュオ’’、巧蔵>^モリー） 


PictBridge 接続中 

巧 QS 田 

フォルダ移動 

が J ジ团 
巧困ぶな 

おまかせシーン認識 

<§> 

ホ目軽減 

ろ+4- 

フラッシュレベル 

田 

フラッシュ充電中 

•離甄化巧 

撮影モード 

[おむ]也& 

顔検出 

回 

測光モード 

田 00 

フ オー カス 

Kon 

AF イル S ネーター 

1(化 

手プレ 警告 

[W と] 

タッチ AF 表示 

、、ム V 感 一", 

木 iB •扁 1 扁 2 

色合い（ホワイトバラン 

篇みが B 

ス） 

拉拉 Ilf 

カラーモード 


表示 

意ほ 

琴 ULL 

管理ファイルフル 

音量 HHliii 

立百 

曰ま 

C :32:00 

自己診断表お 


ヒストグラム 
• 表示不能のとさは区]び 
表示されます。 


表示 

意ほ 

• 

AE/AF □ック 

咖 

NR スローシャッター 

125 

シャッタースピード 

F 3.5 

絞り値 

IS 0400 

じ。感度 

+2.0 EV 

明るさ(露出補正） 

回囚 

測光モード 

そ® 

フフツンユ 

AWB ミお A 黨1 

競説みが B 

色合い(ホワイトバラン 
ス） 

ホ'仪 

マク □/ 拡大鏡モード 
• [表示設定]び[画像のみ] 
の場合に表のされます。 

ちろ SL 度） 

フラッシュモード 
• [表示設定]び[画像のみ] 
の場合に表示されます。 

録画 

スタンバイ 

動画撮影/スタンバイ 

0:12 

記録時間(分：耿） 

► 

再生 


再生バー 

0:00:12 

カウンター 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 

200811 

9:30 AM 

画像の記録曰時 


表示 

意味 

- - 

AF 測距枠 

公0 02 

セルフタイマー 

耐哪 S 

DR 0 
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巧障かな？とおった 6 

困ったと田ま、下記の流れに従ってください。 



•内蔵メモリーや BGM 機能を搭載した機種の修理において、不具合症状の発生/改善 
の確認のために必要最ル限の節囲でデータを確認させていただく場合びありまず。 
ただし、それ5のデータをソニー側で複製/保巧ずることはありません。あ5かじめ 
ご了承ください。 


バツテリー-電源 


本機にバッテリーを入れ5れない。 

•バッテ U —取りはずしつまみを押しなびら、正しい向きに入れてくださいり1ページ)。 


電源び入らない。 

• 本徽こバッテリーを取り付けた棲、電源び入るまでに時間びかかることびありまず。 
•バッテ U - び正しく取り付けられているか確認してください （1 1ページ)。 

•バッテ U —び消耗していまず。充電されたバッテ U —を取り付けてください (9 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換してください。 

• 推奨バッテ U —をお使いください。 


電源が切れる。 

• 操作しない状態び3分总上続くと、バッテリーの消耗を防ぐため、自動的に電源び切れま 
す。電源を入れ直してください （13 ページ)。 

•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換してください。 
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バッテリーの残 量 表示が正しくない。 

• 攻下の場合はバッテリ ー 消費び早くなります。 

-温度び極端に高い、または低いところで使巧している。 

ー フラッシュ、ズームを多用している。 

一 電源の入 • 切を繰り返している。 

一 insa (画面表示)の明るさび[明]になっている。 

•残量表示と実隙の鶏量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い切ってから充電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付けてください (9 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換してください。 

バッテリーを本体に入れたげ態で巧電できない。 

• AC アダプター刷売)を使っての充電はできません。バッテ U - チヤージヤー咐勵を 
使って充電して < ださい。 


撮影 


撮影でさない。 

• 内蔵メモリーまたは"メモリースティックデュオ"の空を容量を確認してください 
(2 弓ページ)。いっぱいのとをは、下記のいずれかを行ってください。 

一 不要な画儘を削除してください。 

一"メモ I 」ースティックデュオ"を交撰してください。 

• フラッシュ充電中は撮影でをません。 

• 静止画撮影時は、撮影モードをな(動画)し：1がにしてください。 

• 動画撮影時は、撮影モードをな(動画)にしてください。 

• 動画撮影時、画儘サイズび [640 (ファイン)]になっているときは、下記のいずれかを行っ 
て < ださい。 

-画儘サイズを[640 (ファイン)] lii がにしてください。 

一巧蔵;><モリーまたは";><モ|」ースティック PRO デュオ"に記録してください。 


明るい被写体を写すと、縦に尾を引いたような画像になる。 

• スミアという現象で、白や黒、赤、紫などの縦線び出ます。故障ではありません。 


再生 


再生できない。 

(再生)ボタンを巧して< ださい （18 ページ)。 

•パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです。 

• パソコンで画像を加工したファイルや、他機で撮影した画憬は本機での再生は保証いたし 
ません。 

• US 目モードになっています。 USB 接続を終了してください。 

• 他機で撮影した"メモ U —スティックデュオ’では再生でをない場合びあります。フォル 
ダビューで再生してください (33 ページ)。 

•パソコン内の画儘を rPMB 」 を使わずに";><モリースティックデュオ"にコピーしたためで 
す。フォルダビューで再生してください (33 ページ)。 


その他 
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ワイヤレスネットワーク 


ワイヤレス LAN アクセスポイントとの接続がでをない。 

• ワイヤレス LAN アクセスポイントの電源び入っているか確認してください。 

• 本機とワイヤレス LAN アクセスポイント間の障害物や電波状況、壁の材質など周囲の環 
境によって、通信可能距離び短くなることびあります。本機の場所を移動するか、本機と 
アクセスポイント間の距離を近づけてください。 

• アクセスポイントに接続するために、暗号キー （ WEP / WPA ) やその他の特別な設定(固定 
IP アドレス、プ□キシ設定など)び必要か確認してください。 

• アクセスポイント側で SSID を隠す設定をしている。その場合、ネットワークの一覧に表示 
されないことびあります。アクセスポイント側の SSID を管理者に確認して手動設定をし 
てください。またはアクセスポイント側で設定を觸除してください。 

•公衆ワイヤレス LAN のアクセスポイントでは、 Web を使ラなどの方法で□グイン ID やパ 
スワードなどを入力しないとインターネットを使用でさない場合びあります。接続してい 
るワイヤレスネットワークのサービスを確認して<ださい。 

• 電子レンジや Blu 到00 th など、 2.4 GHz 帯の周波数を使用する機器を周辺で使用している 
可能性びあります。それらの機器との距離を離すか、またはそれらの機器の電源を切って 
<ださい。 


暗号キーび入力でさない。 

• 暗号キー ( WEP キー、 WPA キー)の確認方法について詳しくは、アクセスポイントの取扱 
説明書あるいは機器底面の記載等でご確認ください。 

• 暗号化ち式によって入力で去る文字数は異なります。 


本機の MAC アドレスがわか5ない 


• MAC アドレスを確認するには、接続テストで無効な SSID を入れ、接続に失敗させてくだ 
さし、接続テスト後、本機の MAC アドレスび表示されます。 


画像の転送に時間びかかる。 

• 機器間または、本機とワイヤレス LAN アクセスポイント間の障害物や電波状況、壁の材質 
など周囲の環境によって、画像の転送に時間びかかることびあります。機器の場所を移動 
するか、機器間または、本機とアクセスポイント間の距離を近づけてください。 

•他のワイヤレス LAN アクセスポイントと混信している可能性びありまず。ワイヤレス 
LAN アクセスポイントで無線チヤンネルの設定をして下さい。詳しくは、ワイヤレス LAN 
アクセスポイントの取り扱い説明書をご覽ください。 

• 電子レンジや Bluetooth など、 2.4 GHz 帯の周波数を使用する機器を周辺で使巧している 
可能性びあります。それらの機器と本機の距離を離すか、またはそれらの機器の電源を 
切って < ださい。 


ホットスポット(公衆ワイヤレス LAN アクセスポイント)ヴービスに接続できない。 

• ご契約のホットスポットサービス業者へ確認してください。 
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使用上のごを意 


使用/保管してはいけない場所 

• 異常に高温、低温、またはを湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特 
に高温になり、放置すると蜜あしたり、故障し 
た0することびお0ます。 

• 直射日光の当たる場巧、熱器具の近く 
変色したり、変形したり、故障したりすること 
があ0ます。 

•激しい振動のある場巧 
• 強力な磁気のある場戸斤 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所な 
どでは、砂びかからないよラにしてください。 
故障の原因になるばかりか、修理でをなくなる 
ことちあります。 

持ち運びについて 

ズボンやスカートの後ろポケットに本機を入れ 
たまま、椅モなどに座らないでください。故障や 
破損の原因になります。 

お手入れについて 

液晶画面ををれいにずる 

液晶画面に指紋やゴミび付いてちれたとさは、液 
晶ク U —ニン グキット(別売)を使ってされいに 
することをおすすめします。 

レンズをされいにずる 

レンズに指紋やゴミび付いて巧れたとさは、柔ら 
かい巧などを使ってきれいにすることをおすす 
めします。 

表面ををれいにずる 

水やめるま湯をかし含ませた柔らかい布で軽く 
巧いたあと、か5ぶさします。本機の表面び変質 
したり塗装びはげたりすることびあるので、1；1下 
はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラさ 
ん、虫樹ブ、日焼け止め、殺虫剤のような化学雲 
品類 

• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビニール製品との長時間の接触 

動作温度にごま意ください 

本機の動作温度は約0で〜40ごです。動作温度 
範囲を越える極端に寒い場巧や暑い場所での撮 
影はおすすめでさません。 


結露について 

結露とは、本機を寒し ' i 場所から急に暖かし)場所へ 
持ち込んだときなどに、本機の内部やが部に水滴 
び付くことです。この状態でお使いになると、故 
障の原因になります。 

結露が起をたとをは 

電源を切って結露びな<なるまで約1時間放置 
し、結露びなくなってからご使用ください。特に 
レンズの内側に付いた結露び残ったまま撮影す 
ると、をれいな画樣を記録できませんのでごを意 
<ださい。 

内蔵の巧電式/いソクアップ電池につい 
て 

本機は日時や各種の設定を電源の入/切に関係な 
く保持するために充電式電池を内蔵しています。 
充電式電池は本機を使用している限0常に充電 
されていますび、使ラ時間び短いと徐々に放電し 
] か月程度まったく使わないと完全に放電して 
しまいます。充電してから使用してください。 
ただし、充電式電池び充電されていない場合で 
ち、曰時を記録しないのであれば本機を使ラこと 
びでさます。 

内蔵の充電式/ くックアップ電池の充電方法 

本機に充電されたバッテ U —を入れて、電源を切っ 
たまま24時間凹上放置する。 

本機を廃棄ずるとさのごミち意 

本機で[フォーマッ ト] を巧ってを、内蔵メモリー 
内のデータは完をに消去されないことびありま 
す。本機を廃棄するときは、本機を物理的に破壊 
ずることをおすすめします。 

"メモリースティックデュオ"を廃棄/ 
譲渡ずるとさのごま意 

本機やパソコンの機能による r フォーマット」や 
r 削制では、ソモ U - スティックデュオ"内の 
データは完全には消去されないことびあります。 
"方モ U —スティックデュオ’を譲渡するとさ 
は、パソコンのデータ消去専用ソフトなどを使っ 
てデータを完全に消去ずることをおすすめしま 
す。また、";><モ|」ースティックデュオ"を廃妻 
ずるときは、"メモ U —スティックデュオ"本体 
を物理的に破壊することをおすすめします。 


その他 
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まをのために 

lASaAA 

火災 感電 


一4ページをあわせてお読みください。 

下記のを意事項を守らないと、 义災、大けが 令 死じに 
いたる危害び発生することびあ0ます。 


分辭や改造をしない 

乂がや感電の原因となります。内部点 
検や修理はソニーのネ目談窓□にご巧頼 
<ださい。 


巧解禁止 


内部に水や異物(金属類や燃えや 
すい物など)を入れない 

火が、感電の原因とな0ます。万一、水や 
異物び入ったときは、ずぐに電源を切り、 
電池を取 D 出してくださレ。 AC アダプ 
ターやバッテ U —チャージャーなどちコ 
ンセントからおいて、 ソニーの 相談窓 □ 
にご相談ください。 


0 

禁止 


運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしな 
びら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶対おやめください。巧通 
事故の原因となります。 


0 

禁止 


撮影時は周囲の状況にま意をは 
らラ 

周囲の状況を巧握しないまま、撮影を 
巧わないでください。事故やけびなど 
の原因となります。 


0 

禁止 


* 敵: m © 雷也、 AC ァダプター、 

) くッテリーチャージャーを使わない 

火がやけびの原因となることびありま 
す。 


0 

禁止 


電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工 
した D ずると义災や感電の原因とな D 
ます。また、電源コードを抜くとさは、 
コードに損傷を与えないよラにがずプ 
ラグを持って巧いて < ださい。 


0 

禁止 


可燃性/爆発性ガスのある場巧で 
フラッシュを使巧しない 


0 

禁止 


フラッシュ、 AF イルミネーターなどの撮 
影 補助光を至近距離で人に向けない 

• を近距離で使用ずると視力障害を起 
こず可能性びあります。特に乳幼児 
を撮影ずるときは、 Im け上はなれて 
<ださい。 

• 運転者に向かって使用ずると、目び 
< らお 、事故を起こず原因となりま 
す。 


0 

禁止 


ワイヤレス機能ご使用上のま意 

む臓 ぺースメーカーの 装着部位 
か5 22 cm 政上離して使用する，^ 

電波によりぺースメーカーの動作に影 指?!^ 

響を与えるおそれびあ0ます。 

病院などの医療機関内、医療用 電 iTN 
気機器の近くではワイヤレス機 V . V 
能を使用しない 禁止 


機器本体や付属品、記録メディアは 
乳幼おの手の届 < 場所に置かない V . V 

電池などの付属品や"メモリース 禁止 

テイック"などを飲みこむおそれびあ 
ります。乳幼おの手の届かない場所に 
置さ、お子様びさわらめようご注意く 
ださい。万一旣みこんだ場合は、直ち 
に医師にネ目談してください。 


電池やシヨルタ’ーベルト、スト 
ラップを正しく取り付ける 


正しく取り付けないと、落下によりけ 
びの原因となることびあります。 

また、ベルトやストラップに傷びない 
か使用前に確認してください。 


〇 

指で 


電波び影響を及ぼし、誤動作による事 
故の原因となるおそれびあ0ます。 


航空機内ではワイヤレス機能を 
使用しない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事 
故の原因となるおそれびあ0ます。 


0 

禁止 


本製品を使用中に化の機器に 電 
液障青などが発生した場合は、ワ 
イヤレス機能の使用を中止する 指示 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事 
故の原因となるおそれびあ0ます。 
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I 分 J 主章 I 下記のを意事項を守らなし化、けびや財菌こ損害を 


乂が 感電 


ちえることびあります。 


水滴のかかる場所など湿気のを 
い場所やほこり、油煙、湯気のを 
い場所では使わない 

火がや感電の原因になることびあ0 
ます。 

めれた手で使巧しない 

感電の原因になることがあ0ます。 

不を定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた巧に置い 
たり、不安定な状態で兰脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、け 
びの原因となることびあ0ます。 

コード類は正しく配置ずる 

電源コードやバソコン接続ケープル、 
A / V 接続ケープルなどは、足に引っ掛 
けると製品の落下や転倒などにぶ D 
けびの原因となることびあるため、充 
分注意して接続 • 配置してください。 

通電中の AC アダプター、バッ 
テリーチャージャ ー 、巧電中の 
電地や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚び軸れたままになってい 
ると、抵温やけどの原因となることが 
あ0ます。 

使用中は機器を巧で覆ったりし 
ない 

熱びこちってケースび変形したり、火 
が、感電の原因となることびあります。 


0 

禁止 


めれ手禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 

0 

禁止 


0 

禁止 


處 


長期間使用しないときは、電源 
をはずす 

長期間使用しないときは、電源プラグ フ。ラグをコン 
をコンセントからはずしたり、電池を セントから抜く 
本体からはずして保管して < ださし、。 

火災の原因となることびあ0ます。 


フラッシュの発光部を手でさね 
5なし、 

フラッシュ凳光部を手で覆ったまま 
葬光しなレで<ださし、発光後ち発 
光部に手を触れなレで< ださし、や 
けどの原因となりまず。 

レンズやお晶画面に衝撃を与え 
なし、 

レンズや液晶画面はガラス製のため、 
強い衝擊を与えると割れて、けがの原 
因となることびありまず。 

電池や付属品、記録メディア、ア 
クセサリーなどを取りはずずと 
をは、手をそえる 

電池や’’メモリースティック’などび 
飛び出ずことびあり、けがの原因とな 
ることびあ D ます。 


0 

禁止 


Q 

禁止 

〇 

指示 


その他 
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[ A ^ 電池についての 
巧を上のごを意とお願い 


漏液、発熱、発火、破裂、誤飲に よる大けび や 
やけど、 火災などを避けるため、下記のミ主意事項 
をよくお読みください。 


12^を険 I 0 

• 乾電池型充電式電池•パ‘ッテ1」一 禁止 
パックは指定されたバッテ U — 

チャージャーな外で充電しない。 

• 電池を分觸しない、火の中へ入れ 
ない、電モレンジやオーブンで加 
熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温に 
なった車の中などに放置しなし、。 

このよラな場所で充電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの 
金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水- 
石験水などの液体でめらさなし、。 

めれた電池を充電した0、使用し 
たりしない。 

A 警告 I 0 

• 電池をノ \ンマーなどでたたいた ^と 

り、踏みつけたり、落下させたりす 
るなどの衝撃や力を与えない。 

• アルカ I 」電池/ニッケルマンガン電 
池は充電しない。 

• 外装シールをはびした0、傷つけ 
たりしない。外装シールの一部ま 
たは、すべてをはびしてある電池 
や破れのある電池は絶対に使用し 
ない。 


ITK 注意！ 

•電池は、+、-を確かめ、正しく入 
れる。 

• 電池を使い切ったとさや、長期間 
使用しない場合は機器か5取り出 
してお<。 


〇 

指术 

0 

禁止 


お願い 


U チウムイオン電池は U サイクルでをます。不要 
になった1」チウムイオン電池は、金属部にセ□八 
ンテープなどの絶緑テープを貼って U サイクル 
協力店へお持ち下さい。 

镑 

Li-ion 

IJ チウムイオン電池 

充電式電池の回収■リサイクルおよびリサイクル 
協力店については、有限責任中間法人」 BRC ホー 
ムぺージ 

http://www.jbrcnet/hp/contents/index.hl:ml 
を参照して下さい。 
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巧 証書と アフターサービス 


記録の客の補償はでさません 

万一、デジタルスチルカメラやソモ U - ス 
ティックデュオ"などの不具合などにより記録 
や再生されなかった場合、記録内容の補償につい 
ては、ご容赦ください。 

保証書は国内に限5れていまず 

このデジタルスチ ルカ 方ラは国内仕様です。が 
国で万一、事故、不具合び生じた場合の現地での 
アフターサービス およびその費用については、ご 
容赦 < ださい。 

保証書 

• この製品には保証書が添付されていますので、 
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
上、大切に保巧して < ださい。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考にして故障 
かどラかお調べください。それでを具合の悪い 
ときはソニーの相談窓□にご相談ください屬表 
紙)。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧<ださい。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望に 
より有料修理させていただをます。 

部品の交換について 

この商品は f 慶理の際、交換した部品を再生、再利 
用する場合びあ0ます。その際、交換した部品は 
回収させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部品)を製 
造巧ち切り後6年間保有しています。この部品保 
有期間が経過したあとち、故障箇所によっては修 
理可能の場合びありますので、ソニーの相談窓 □ 
にご相談ください屬表紙)。 


修理をお受けになる前に 

内蔵メモリーのバックアップをお取りください。 
修理によってデータび消去または変更された場 
合、記録内容の保障についてはご容赦ください。 


その他 
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主な仕樣 


本巧 

[システム] 

撮像素テ： 7.7 mm (1/2.3 型）カラー CCD 原色フィ 
ルター 

総画素数：約1030万画素 
カメラ有効画素数：約……万画素 
レンズ：力ールツァイスバ U 才•テッサー4倍ズー 
ムレンス f =6.18 〜 24.7 mm (35 〜 140 mm 
(35 mm フィルム換算値)）、 F 3.5 ( W ) 〜 4.6 の 
露出制御：自動、シーンセレクション （10 モード） 
ホワイトノ くランス：オート、太陽光、曇天、壁光灯し 
2、3、電球、フラッシュ 
記録方式 ( DCF 準拠）： 

静止画： ExifVer .2.21 JPEG 準拠、 DPOF 対応 
動画： MPEG 1 準拠(モノラル） 

記録メディア：内蔵メモ U - 約4 GB *、 ‘メモ U - ス 
ティックデュオ’’ 

* 容量は、 1 GB を10億バイトで計算した場合の 
数値です。また管理用ファイル、アプリケー 
ションファイルなどを含むため、実際に使用で 
きる容量は減かします。お使いいただけるユー 
ヴー容量は、約 3.71 GB です。 

フラッシュ：撮影範囲り孤感度(推巽露光指数)び 
オートのとを） 

約 0.08 〜 4.3 m ( W ) /約 0.5 〜 3.4 m ( T ) 

[入出力端子] 

マルチ接続端子映像出力 

音声出力(モノラル） 

USB 通信 

US 目通信： Hi-Speed USB (USB 2.日準拠） 

[お晶画面] 

液晶パネル：ワイド （16 : 9)、 8.8 cm (3.5 型) TFT 駆 
動 

総ドット数：921目〇〇り 920 X 480) ドット 

幅源 •その他] 

電源： U チャージャブルバッテ U —バック 
NP - BD 1.3.6 V 
NP - FD 1 (別売)、 3.6 V 
AC アダプター AC - LS 5 K (別売)、 4.2 V 
消費電力(撮影時）： 1.2 W 
動作温度： 〇〜40で 
保を温度: -20- +60 n 
列形寸法 

撮影時：1 23.7 X 62.3X 19.4 mm 

(幅X高さX奥行さ、突起部を除く） 
再生時：101.7 X 62.3 XI 9.4 mm 

(幅X高さX奥行さ、突起部を除く） 
本体質量(バッテ U - NP - BD 1、 ストラップなど含 
む）：約198 g 
マイク□ホン：モノラル 
スピーカー:モノラル 
Exif Print : 対応 

PRINT Image Matehing III :対応 
PictBridge :対あ 


[ワイヤレス LAN ] 

対応規格 ： IEEE 802.11 b/g 
対応チャンネル：1〜13チャンネル 

パッテリーチャージャー BC-CSD 

定格入力 ： AC 1日日 V 〜240 V 、50/60 Hz . 2.2 W 
定格出力 ： DC 4.2 V 、 0.33 A 
動作温度： 〇〜 4 (rc 
保存温度： 一20〜 +6 (rc 

外形寸法：約 62 X 24 X 91 mm (幅 X 高さ X 奥行を) 
本体質量：約巧 g 

リチャージャブルバッテリーパック 
NP - BD 1 

使巧電池： U チウムイオン蓄電池 
最大電圧： DC 4.2 V 
公称電圧 ： DC 3.6 V 
容量： 2.4 Wh (680 mAh ) 

本機や付属品の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承ください。 
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商標について 

• iU 下はソニ…株式を社の商標です。 
Cyber-shot, "サイバーショット ’’、 ‘Memory 
Stick "、 ■メモ iJ ースティック "、 "Memory 
Stick PRO "、 "メモ U - スティック PRO "、 

MemoryStickPRD. "Memory Stick Duo ’、 ソモ 
1」—スティックデュオ’、 Memory Stick Duo^ 
"Memory Stick PRO Duo ’、 "メモ U — スティック 
PRO デュオ’’、 Memory Stick PRD Du 日、 

‘Memory Stick PRO-HG Duo ’、 ソモ U - ス 
ティック PRO - HG デュオ’’、 

MemdryStickPRO - HGDud ^ ソモリースティック 
マイクロ’、 ‘ MagicGate ’、 ‘マジックゲート"、 

M 八 gicGzvte 、 ‘ブラビアプレミアムフォ 
卜’、 ‘ InfoLITHIUM (インフォ U チウム）" 

• Microsoft 、 Windows 、 DirectX、Windows Vista 
は、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標です。 

• Macintosh . Mac OS は Apple Inc の登録商標ま 
たは商標です。 

• In おし MMX 、 Pentium は Inte に orporation の登 
録商標または商標です。 

• DLNA および DLNA CERTIFIED は Digital Living 
Network Alliance の商標です。 

• Adobe 、 Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社)の米国ならび 
に他の国における登録商標または商標です。 

• 本製品は、米国アドビシステムズ社の Adobe ® 
Flash ® の技術を搭載していまず。 

Copyright ©! 995-2007 Adobe Macromedia 
Software LLC . All riqnts reserved . 

Adobe , Flash は、米国アドビシステムズ社の米国 
およびその他の国における商標または登録商標で 
す。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront 
Browser、NetFront Livina Connect 、 AVE-TCP を 
搭載しています。 ACCESS 、 ACCESS □ユ 
NetFront 、 AVE は、曰本国、米国およびその他の国 
における株式を社 ACCESS の商標または登録商標 
です。 

© 2008 ACCESS CO ., LTD . All rights reserved . 
本製品の一部分に Independent JPEG Group び 
開発したモジュールが含まれています。 

ACCESS" 

NetFron だ 

• 日本語変換は、オム□ンソフトウェア（株)の 
Advanced Wnn を使巧しています。 

Advanced Wnn © OMRON SOFTWARE Co ., 

Ltd . 2003-2006 All Rights Reserved . 

英語変換は、オム□ンソフトウェア（株)の 
Advanced Wnn を使巧しています。 


本製品は 、 Monotype Imaging , Inc の iType ™ を 
搭載しています。 

iType は 、 Monotype Imaaing Inc の米国におけ 
る登録商標、並びにその他の国における商標また 
は登録商標です。 

その他、本書に記載されているシステム名、製品名 
は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商 
標です。なお、本で中には TM 、® マー クは巧記して 
いません。 


その他 
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■ 困つたとまは(サポートのごま巧） 


ホームページで調べる 

サイバーシヨットの最新ヴポート情報 
■■ E 9 (製品に関ずる Q & A 、 パソコンとの接続方まなど） 

/ I http://www.sony.co.jp/cyber-shot/support/ 

サイバーシヨットオフィシャル WEB サイト 
http://www.sony.co.jp/cyber-shot/ 

ヴイバーシヨッ トの 最新情報、撮影 テクニック、 ア クセヴ U —などに関する情報 
を掲載しています。英語の取扱説明書のダウン□ー ドをでを ます。 

(English manual download service is available .) 

メモリースティック対応表 

使用可能な"メモ U —スティ ック "を確認できます。 

また、その他の"メモ U —スティ ック" に関する情報も確認できます。 

http://www.sony.co.jp/mstaiou/ 

付属ソフトウエアのヴポート情報 
http://www.sony.co.jp/support-disoft/ 


電話で問い台わせる（ソニーの相談窓 □) 

• 使い方相談窓 □ 

フリーダイヤル . 01 20-333-020 

携帯 • PH S • —部の I P 電話 . 0466-31-2511 

上記番号へ接続乾最初の ガイダンスび 流れている間に 「4日 i」+r 冉」 を押して 
ください。直接、担当窓 □へ おつなぎします。 

修理相談窓 □ 

フリーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯 ‘ PHS .— 部の IP 電話 . 0466-31-2531 

上記番号へ接続乾最初の ガイダンスび 流れている間に 「4日 1」+ 「冉」 を押して 
ください。直接、担当窓 □へ おつなぎします。 

ホームぺージ http://www.sony.co.jp/di-repair/ 

FAX (共愚:01 20-333-389 

受付時間:月〜金9:00〜20:00 ± •日•祝日9:00〜 1 7:00 


■カスタマー登録のごま巧 


ヴィバ-ショット 

カスタマ- 
き録 


カスタマー登録していただくと、安む • 便利なる種ヴポートび受け5れます。 
詳しくは、同個のチラシ r カスタマー登緑のご案内」もしくはご登録 WE 目サイト 
をご覧ください。 

nttp://wvvvv.sony.co.jp/di-usbreqi/ 


登録後は登録者専用お問い合わせ窓□をご利用いただけます。 
詳しくは下記の URL をご覧ください。 

http://www.sony.cojp/cvbe 卜 shot/contact/ 


ソニー株式会社干 108-0075 ま京都港区港南 1-7-1 


http://www.sony.co.jp/ 


この説日月書は、古紙70%な上の再生紙と、 V0C (揮発性有 
徽ヒ合物)ゼ□植物油型インキを使用しています。 


Printed in Japan 













